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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第57期

第２四半期
連結累計期間

第58期
第２四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自 平成26年11月21日
至 平成27年５月20日

自 平成27年11月21日
至 平成28年５月20日

自 平成26年11月21日
至 平成27年11月20日

売上高 (千円) 23,136,464 24,880,197 47,383,055

経常利益 (千円) 378,332 347,311 687,158

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 291,090 198,634 461,441

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 316,127 186,140 370,716

純資産額 (千円) 10,088,772 10,199,489 10,143,355

総資産額 (千円) 20,635,083 21,695,840 22,177,027

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 31.37 21.41 49.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 48.9 47.0 45.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 125,812 △220,366 647,916

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 209,037 △23,000 311,934

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △129,246 △128,910 △129,500

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 6,754,988 7,007,455 7,379,756
 

　

回次
第57期

第２四半期
連結会計期間

第58期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年２月21日
至 平成27年５月20日

自 平成28年２月21日
至 平成28年５月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.66 16.44
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成27年11月21日～平成28年5月20日）におけるわが国経済は、政府の経済政策を

背景に企業収益や雇用情勢の改善が期待されたものの、力強さに欠け、資源価格の下落や中国をはじめとする新

興国経済の減速に加え、急激な円高・株安が進行するなど、依然として先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。

　当住宅関連業界におきましては、住宅ローン金利が低水準で推移したことや、政府による住宅取得支援策など

により、当社グループの主たる市場である持家住宅及び分譲一戸建住宅につきましては持ち直しの傾向にて推移

いたしました。

　このような状況のもと、当社グループは新規取引先開拓の推進や工事機能の充実を図るとともに、外壁工事や

住設工事を中心とした工事売上の拡大、キッチン・ユニットバスなどの住宅設備機器やオリジナル商品の販売に

注力いたしました。

　そして、経営資源の活用と経営効率の向上を最重点課題として取組み、業績の向上に努めてまいりました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は248億80百万円（前年同四半期は231億36百万円）、営業利益

につきましては、コスト上昇による売上高総利益率の低下により、２億96百万円（前年同四半期は３億16百万

円）、経常利益は３億47百万円（前年同四半期は３億78百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益につきま

しては、前年同期は特別利益に投資不動産売却益等を計上したこともあり１億98百万円（前年同四半期は２億91

百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて４億81百万円減少し、216億95百万

円となりました。これは主に現金及び預金３億72百万円の減少によるものです。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて５億37百万円減少し、114億96百万

円となりました。これは主に支払手形及び買掛金６億46百万円の減少によるものです。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて56百万円増加し、101億99百万円

となりました。これは主に利益剰余金68百万円の増加によるものです。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて３億72百万円減少し、70億７百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動による資金の減少は、２億20百万円（前年同四半期は１億25百万円の増加）となりました。これは主

に仕入債務の減少額４億28百万円及び、法人税等の支払額１億12百万円の減少要因に対し、税金等調整前四半期

純利益３億39百万円の増加要因によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動による資金の減少は、23百万円（前年同四半期は２億９百万円の増加）となりました。これは主に無

形固定資産の取得による支出８百万円及び、有形固定資産の取得による支出７百万円並びに投資有価証券の取得

による支出７百万円の減少要因によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動による資金の減少は、１億28百万円（前年同四半期は１億29百万円の減少）となりました。これは主

に配当金の支払額１億28百万円によるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

特記事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年５月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年７月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,011,841 10,011,841
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数
100株

計 10,011,841 10,011,841 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年５月20日 ― 10,011,841 ― 2,220,082 ― 2,850,892
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(6) 【大株主の状況】

  平成28年５月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社ケイアンドエム 大阪府羽曳野市白鳥３丁目７－23 1,373 13.71

北　村　良　一 東京都世田谷区 1,278 12.77

北　村　三千子 大阪府羽曳野市 810 8.09

北恵社員持株会
大阪市中央区南本町３丁目６－14
（イトウビル）

488 4.87

北　村　　　誠 堺市南区 481 4.80

北　村　裕　三 大阪府河内長野市 343 3.43

竪　　　智　精 さいたま市大宮区 250 2.50

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 230 2.29

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 200 1.99

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－５ 188 1.88

計 ― 5,644 56.38
 

(注) １　当社は自己株式733千株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合7.32％)を所有しております。

２　株式数及び持株比率は単位未満を切捨て表示しております。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年５月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 733,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

9,264,600
92,646 ―

単元未満株式
普通株式

14,241
― ―

発行済株式総数 10,011,841 ― ―

総株主の議決権 ― 92,646 ―
 

(注)　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式82株及び証券保管振替機構名義の株式21株が含まれておりま

す。
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② 【自己株式等】

  平成28年５月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
北恵株式会社

大阪市中央区南本町
３丁目６―14

（イトウビル）
733,000 ― 733,000 7.32

計 ― 733,000 ― 733,000 7.32
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年２月21日から平成

28年５月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年11月21日から平成28年５月20日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年11月20日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年５月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,379,756 7,007,455

  受取手形及び売掛金 9,371,803 9,426,938

  有価証券 300,480 300,080

  商品 615,546 543,742

  未成工事支出金 568,903 572,891

  その他 108,869 110,281

  貸倒引当金 △14,063 △11,264

  流動資産合計 18,331,294 17,950,124

 固定資産   

  有形固定資産 1,679,381 1,653,785

  無形固定資産 178,852 161,969

  投資その他の資産   

   その他 2,022,269 1,965,306

   貸倒引当金 △34,770 △35,345

   投資その他の資産合計 1,987,499 1,929,961

  固定資産合計 3,845,733 3,745,716

 資産合計 22,177,027 21,695,840

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,391,904 6,745,205

  電子記録債務 2,548,628 2,766,939

  未払法人税等 118,279 129,050

  役員賞与引当金 19,000 －

  その他 683,107 627,175

  流動負債合計 10,760,920 10,268,370

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 268,230 187,160

  退職給付に係る負債 185,319 190,679

  資産除去債務 16,243 16,291

  その他 802,958 833,848

  固定負債合計 1,272,751 1,227,980

 負債合計 12,033,672 11,496,351
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年11月20日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年５月20日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,220,082 2,220,082

  資本剰余金 2,851,408 2,851,408

  利益剰余金 5,117,267 5,185,996

  自己株式 △205,600 △205,701

  株主資本合計 9,983,158 10,051,785

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 245,017 233,225

  繰延ヘッジ損益 1,022 △3,035

  退職給付に係る調整累計額 △85,842 △82,485

  その他の包括利益累計額合計 160,197 147,703

 純資産合計 10,143,355 10,199,489

負債純資産合計 22,177,027 21,695,840
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月21日
　至 平成27年５月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
　至 平成28年５月20日)

売上高 23,136,464 24,880,197

売上原価 20,778,322 22,443,170

売上総利益 2,358,142 2,437,027

販売費及び一般管理費 ※１  2,041,407 ※１  2,140,147

営業利益 316,734 296,880

営業外収益   

 受取利息 3,365 3,279

 受取配当金 6,286 7,940

 仕入割引 57,688 61,261

 受取賃貸料 16,471 14,350

 その他 25,242 13,247

 営業外収益合計 109,054 100,080

営業外費用   

 売上割引 42,729 42,263

 不動産賃貸原価 3,397 3,084

 その他 1,329 4,301

 営業外費用合計 47,456 49,648

経常利益 378,332 347,311

特別利益   

 固定資産売却益 1,669 －

 投資不動産売却益 83,968 －

 特別利益合計 85,637 －

特別損失   

 減損損失 － 8,107

 特別損失合計 － 8,107

税金等調整前四半期純利益 463,970 339,203

法人税、住民税及び事業税 154,017 115,218

法人税等調整額 18,862 25,350

法人税等合計 172,879 140,569

四半期純利益 291,090 198,634

親会社株主に帰属する四半期純利益 291,090 198,634
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月21日
　至 平成27年５月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
　至 平成28年５月20日)

四半期純利益 291,090 198,634

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 27,925 △11,792

 繰延ヘッジ損益 △5,279 △4,058

 退職給付に係る調整額 2,391 3,356

 その他の包括利益合計 25,036 △12,493

四半期包括利益 316,127 186,140

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 316,127 186,140

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月21日
　至 平成27年５月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
　至 平成28年５月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 463,970 339,203

 減価償却費 56,288 50,630

 減損損失 － 8,107

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,032 13,287

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,680 △81,070

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,608 △2,224

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23,000 △19,000

 受取利息及び受取配当金 △9,652 △11,219

 固定資産売却損益（△は益） △1,669 －

 投資不動産売却損益（△は益） △83,968 －

 売上債権の増減額（△は増加） 837,874 △70,423

 たな卸資産の増減額（△は増加） 184,711 67,868

 仕入債務の増減額（△は減少） △999,132 △428,387

 その他 △83,861 13,373

 小計 327,599 △119,854

 利息及び配当金の受取額 10,954 11,841

 法人税等の支払額 △212,741 △112,354

 営業活動によるキャッシュ・フロー 125,812 △220,366

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の償還による収入 200,000 －

 有形固定資産の取得による支出 △13,749 △7,795

 有形固定資産の売却による収入 4,684 250

 無形固定資産の取得による支出 △4,224 △8,111

 投資有価証券の取得による支出 △101,239 △7,343

 投資不動産の売却による収入 123,565 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー 209,037 △23,000

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の増減額（△は増加） △80 △101

 配当金の支払額 △129,166 △128,809

 財務活動によるキャッシュ・フロー △129,246 △128,910

現金及び現金同等物に係る換算差額 40 △22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 205,642 △372,301

現金及び現金同等物の期首残高 6,549,345 7,379,756

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  6,754,988 ※１  7,007,455
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日 至 平成28年５月20日)

(企業結合に関する会計基準等の適用)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する

会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号　平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変

更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度

については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

(減価償却方法の変更)

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日

以後に取得する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表への影響はありません。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日 至 平成28年５月20日)

　(法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正)

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の

法律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年4月1日以後に開始する連結会計

年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。

　これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、従来の32.2％から平成

28年11月21日に開始する連結会計年度及び平成29年11月21日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる

一時差異については30.8％に、平成30年11月21日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差

異については、30.5％に変更となります。

　この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が7,443千円、法人税

等調整額が4,716千円、退職給付に係る調整累計額が2,017千円それぞれ減少しております。また、その他

有価証券評価差額金が4,744千円増加しております。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月21日
至 平成27年５月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
至 平成28年５月20日)

給与及び手当 951,320千円 970,807千円

退職給付費用 36,258千円 48,037千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,570千円 31,900千円

貸倒引当金繰入額 692千円 －千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月21日
至 平成27年５月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
至 平成28年５月20日)

現金及び預金勘定 6,754,988 千円 7,007,455 千円

現金及び現金同等物 6,754,988 千円 7,007,455 千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年11月21日 至 平成27年５月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月19日
定時株主総会

普通株式 129,907 14.00 平成26年11月20日 平成27年２月20日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年11月21日 至 平成28年５月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月18日
定時株主総会

普通株式 129,905 14.00 平成27年11月20日 平成28年２月19日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年11月21日　至 平成27年５月20日)

当社グループは、木材店、建材店、工務店、住宅会社等に対する新建材、住宅設備機器等の建材販売事業（施工

付販売含む）並びにこれらの付帯業務の単一事業であり、開示対象となるセグメントはありませんので、セグメン

ト情報の記載は省略しております。

 
当第２四半期連結累計期間(自 平成27年11月21日　至 平成28年５月20日)

当社グループは、木材店、建材店、工務店、住宅会社等に対する新建材、住宅設備機器等の建材販売事業（施工

付販売含む）並びにこれらの付帯業務の単一事業であり、開示対象となるセグメントはありませんので、セグメン

ト情報の記載は省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月21日
至 平成27年５月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
至 平成28年５月20日)

   １株当たり四半期純利益金額 31円37銭 21円41銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 291,090 198,634

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

291,090 198,634

   普通株式の期中平均株式数(千株) 9,279 9,278
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年７月１日

北恵株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　梅　　原　　　 隆 　　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　守　　谷　　義　　広　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北恵株式会

社の平成２７年１１月２１日から平成２８年１１月２０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成２８年２

月２１日から平成２８年５月２０日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成２７年１１月２１日から平成２８年５月２

０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北恵株式会社及び連結子会社の平成２８年５月２０日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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